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Visualization of the Community to Launch Neighborhood 
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　自治会が存続している論拠は，次の 3 点から考察が可能である。第 1 に，先に述べたように市
民社会の公共性と連関していること，第 2 に，「生活する」ということと密接な関係性を有すること，

































































配 布 方 法 自治会役員から班長に配布後，各班の世帯に手渡しあるいはポスト投函
自治会役員から班長に配布後，各班の世帯
に手渡しあるいはポスト投函
回 収 方 法 期日内に班長が各班の世帯分をまとめて回収後，自治会役員に手渡し
期日内に班長が各班の世帯分を回収か，自
治会役員に直接手渡し
配 布 開 始 2019 年 1 月1日 2018 年 12 月5日
回 収 締 切 2019 年 1 月20日 2018 年 12 月31日
配 布 数 自治会に加入する全戸 281 世帯 自治会に加入する全戸 351 世帯





























































































































10 年ほど後に分譲されたため，住民の居住年数は 20~30 年の層が最も多くなっている（A地区で
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